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海溝型巨大地震の発生形態は、沈み込む海洋プレートの形状に影響を受けていると考えられる。南海トラフ沿いに海溝
型巨大地震を繰り返し起こす、西南日本に沈み込むフィリピン海プレートの形状は複雑で、Nakajima and Hasegawa (2007)
等、多くの研究によりその形状が調べられている。近畿地方においてフィリピン海プレートは急峻に湾曲しているとい
う見解が多い中、Ide et al. (2010)は、和歌山県沖の紀伊水道から兵庫県付近にかけて、西側と東側でプレートの形状が
不連続に異なりプレートが断裂している可能性を指摘した。西南日本を伝播する地震波は、このようなフィリピン海プ
レートの形状に影響を受けている可能性がある。

本研究では、まず 2010年 5月 11日に安芸灘で発生した地震（Mj3.9）に対して、西南日本で観測された地震波記録を
調べた。データには、Hi-net観測網に記録された P波の初動部分から S波の後続波部分までを用いた。この地震の震源
の深さは 45km（気象庁）であり、Ohkura(2000)で指摘された head waveが観測 P波波形に見られることから、フィリピ
ン海プレートの海洋地殻内の地震であると思われる。観測される地震波記録のようすは、西側と東側の観測点で異なる。
西側の観測点では、みかけ速度約 8km/sの P波が連続して明瞭にみえる。また、三好・石橋 (2007)が pPmP,sPmP,sSmS
と解釈したような P波や S波の後続波が確認できる。東側の観測点では、似たような複数の P波や S波の後続波がみえ
る一方、みかけ速度約 8km/sの P波は不明瞭で、P波の到達する部分は観測点の場所や距離に依存して変化してみえる。

次に、3次元ガウシアンビーム法 (Cerveny, 1985; Sekiguchi, 1992)を用いて、この安芸灘の地震の理論波形を計算した。
点震源を仮定し、メカニズムには F-NETで決められたダブルカップル解を使用した。地下速度構造として複数の速度構
造モデルを試した。得られた結果をもとに、フィリピン海プレートの形状を含めた中四国・近畿地方の地下構造が西南
日本に観測される地震波形にどのように影響を及ぼすか、議論する。
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